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湖底堆積物から見た浜名湖の

最近1，OOO隼間の古環境変遷
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　　　　　　　　Shu1ch1Hond．a1）and　Kaom　Kash1ma1）

Abs在臓耐The　bore－ho1e　samp1es　were　taken　at　three　s1tes　m　Lake　Hamana　a

brackish1agoon，centra1Japan，to　reconstruct　pa1eo＿env1ronmenta1changes

　The　pa1eo＿env1ronmenta1changes　durmg　the1ast1，OOO　ye町s　were　presumed　by

肚hofacessequencesanddia甲massemb1a・esf「om1a呼deposits・asfo11ows・
　Zone　I一（AD1OOO～1498）　A　1ot　of　trace　foss11s　were　found　缶om　sed1ments
λ〃oo08舳α帥o舳肋o，a缶eshwater　d1atom　spec1es，was　d．ommated　Sea　water　h趾d1y
cam－e　mto　the1ake　basm，and　sa11n1ty　of　the1ake　water　was　ne肛1y廿esh　water

Z…I・（Ap1498－1550）：Th・t・…mi・fth・M・i・・E鮒hq・・k・i・1498・・d
the　huge　stom　m1499made　a　sma11wat帥hrough　between　the1ake　and　the　sea，
ca11ed　Im釦dreguch1at　the　southem　edge　of　the1ake　The　sa1m1ty　of　the1ake　had
i丑・・・…d・ヒdd・・1y…dτ肋・伽舳・肋棚ゴ・肋∫・・d肋αZα∬ゴ・・加α・pP・・lm孤i・・

d1atom　spec1es，were　dommated

　Zone皿　b（AD1550～1700）　Sa1m1ty　of　the1ake　water　fe11down　because　of　the
mcrease　of0ツcZoオθ〃αcωμo，a　brack1sh　d1atom　The　d1stmct　w肚e－gray1ammated

stmcture　fomed　at1ake　sedments
　ZoneIV－c　（AD1700～1850）Sa1m1ty　of　the　1ake　water　mcreased　ag釦n　and
肋oZω∫zo脱閉αη吻∫oん10〃ωand肋oZo∬zo醐rαspp　were　dommated

　ZoneV　d（AD1850～1970）Cツo1o姥〃o　cωμαwas　dommated　ag釦n　The　decrease　of
the　sa11n1ty　occurred　aga1n

　ZoneW　e（AD1970～）The　art1丘c1a1constru－ct1on　of　the　water　pass　at　Ima㎞reguch1

was　done　m1954～1973　The　sa1m1ty　of　the1ake　has　been　mamtamed　at　the　higher
1eve1　since　then．

K㊧ywo地s　brackish1ake　d1atom，Lake　Hamana　Me1o　E帥hquake，pa1eo11mo1ogy

は　じ　め　に

　現在，地球環境問題に関心が集まるなか，古環境

の精度の高い解析が試みられるようになってきた。

特に，湖の堆積物は細かい環境変動の復元に最も適

しており，多くの研究がなされるようになってき

た．本研究では，特殊な湖水環境をもつ静岡県の浜

名湖に注目しヲ湖底堆積物中の堆積構造及び珪藻遺

1）九州大学理学部地球惑星科学教室

　Depaiてment　of　Earth　and　P1anetary　Sc1ences，Kyushu

　University，Fukuoka812＿81，Japan

骸群集による古環境復元について研究を行った。

　浜名湖は，水域面積が68．8k血の日本最大級の沿岸

性汽水湖沼であり，南部の今切口（幅200皿）を通

じて遠州灘と海水の交換がなされている．

　この浜名湖では1985年・1986年にボーリング調

査がなされ，過去約10，OOO年間の古環境の変遷が検

討された．その結果，後氷期の地球の温暖化に伴う

海面上昇によって形成された内湾がフその後の海退

及び砂曙の発達によって外洋と隔てられていった過

程が，復元された（池谷ほか1990）。また，このよ

うな海水準の変動に加えて，地震・津波による砂州

の破壊や人為による地形改変が浜名湖を取り巻く環

境を大きく変化させてきたことが，歴史文書などに
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　　　図3．ボーリングコア96HM＿1C試料珪藻分析結果．

　　　　醐g，3．D1atom　assemb1ages　from96HM＿1C　s1te

より推定されている．

そこで本研究では，過去約1000年間に焦点を絞

り，浜名湖の古環境の変遷を高い精度で解析するこ

とを目的として研究を進めた．

試料1分析方法

　本研究で用いた湖底ボーリングコア試料は，1996

年10月に，島根大学の高安克己教授をはじめとする

汽水域総研のメンバーによって，採取されたもので

ある。浜名湖中央部（96HM－1C），引佐細江（96HM－

2C），猪ノ鼻湖（96HM－3C）の3地点において，ピス

トンコアサンプラーを用いて2．5～3．51皿のコアサン

プルが採取された（図1）．この調査の詳細について

は，別稿で報告される予定である。

　ボーリングコア試料は，長さ25cい幅5cい厚さ1

cmのプラスチックケースに収め，soft－X線による

写真撮影を行った．撮影は，フィルムケースの上に

直接試料をのせsoi－X線を照射しておこない，実

物大写真による詳しい堆積構造の観察を行った田

　次に，コア試料を封入して，スミアスライド法に

よって，堆積物中に含まれる珪藻遺骸の分析を行っ

た。具体的には，コアサンプルとsoft－X線写真を

照らし合わせながら，試料を約1㎎程度スライドグ

ラス上に取り，水を一滴加えた後に撹拝し，乾燥さ

せた。その後，封入剤とともに，カバーグラスをか

ぶせ加熱封入した。スミアスライドは全部で約1000

枚作成したが，本稿では，その中から5cm～10cmお

きに選び出して分析した結果幸報告する。今回の分

析にあたっては，光学顕微鏡を用いて，倍率1000倍

で，1枚のスライドにつき100－200個体について種

の同定及び計数を行った。その後、主要珪藻種の産

出頻度を，グラフ化した。

so打一X線写真による湖底ボーリングコア

　　　　　　　試料の層相

（1）96HM－1C
湖底下約一140cm付近を境にヲ下部はバイオターべ一

ションが多く存在しヲ上部は無層理層とラミナを伴

う層準が見られる。この中には特に顕著にラミナ構

造が発達している部分があり，そこでは層厚2－3cm

のラミナ構造が認められた。以下，層相の変化を示

す、（図2）

＿330一＿160㎝：バイオターべ一ションが多く存在す

る。層相が変化している層準が見られたが，バイオ
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　　図4。ボーリングコア96HM－1C試料浮遊生珪藻分析結果．
F晦乱D1atom　assemb1ages　from96HM＿1C　s1te（on1y　p1ankton1c　spec1es）

ターべ一ションによってその境界ははっきりしな
い。

一160～一140cm：徐々にバイオターべ一ションは少な

くなる、本層準の最上部の湖底下一140cmには，堆

積の不連続を示唆するようなはっきりとした層相の

変化が確認できる．

一140一一90cm：白色層と黒色層の互層（sof卜X線写

真上における）のラミナが存在する。特に一120－90

Cmでは顕著である。

一90－45cm：一90一一80cmで，白色層と黒色層の互層

が見られるが，はっきりとしたラミナは存在しな

い。一85cm，一80cmで貝化石が確認された。

一45～Ocm：保存状態が悪いが，ラミナの痕跡があら

われている．

（2）96HM－2C
下部にバイオターべ一ションヲ上部にラミナ構造と

いう堆積構造は，96HM－1Cと共通であるが，そ

の境界は96HM－1Cほどははっきりしていない。

また，＿200－Ocmでは貝化石が多数存在する。

＿260一＿190cm：バイオターべ一ションが多く観察さ

れる。層相の変化は確認できない。

一190＿130cm：ラミナ構造が一部存在する。＿175cm

付近にバイオターべ一ションが見られる．

一130一一75cm：soft－X線写真上にはとくに層相の変

化は現れていない。

一75－Ocm：白色層と黒色層の互層（so丘一X線写真上

における）のラミナが顕著に現れている。

（3）96HM－3C

湖底下約一90cm付近を境に，下部はバイオターべ一

ション，上部には無層理層と，ラミナ構造を伴う層

準が見られる。このラミナ構造は3本のコアのなか

でも最も顕著に発達している。

＿300一＿90cm：バイオターべ一ションが多く観察さ

れる．とくに，湖底下一180－100cmでは，植物の根

であると思われる痕跡が，多数存在する．これは，

96HM－1Cや96HM－2Cではみられない。

一90－Ocm：ラミナ構造が非常に顕著に発達してい

る。一部，貝化石が存在する。

湖底ホーリングコア試料中の珪藻遺骸群集

（1）96HM－1C

－140cmにおいて，珪藻遺骸群集が大きく変動し，

下位は淡水生種が優占するZOneIに，上位は海～

汽水生種。汽水生種が優占するZone1に区分され

た（図3）。さらに，湖水中の浮遊生珪藻群集の変遷
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をより明らかにするため浮遊生種のみを取り出す

と，ZOne1において顕著な浮遊生珪藻種の変動がみ

られ，1a～1eまで細分できることが分かった（図
4）．

以下，各ZOneについて珪藻遺骸群集の特徴を記
す．

z㎝eI（一一330－140cm）：淡水生珪藻種である

A〃0C03θ加08ηα舳Z伽が優占している。ほとんどの

層準で50％を越えて産出され，一部では90％前後に

達した。淡水の付着生珪藻種は8w加　〃肋oが出

現しているが，完個体は少なく，その殆どは破片で

あった。また，淡水域から汽水域にかけて生息する

浮遊生種である肋oZω∫Zo∫肺αわκα閉oρ〃γαθも，これ

らの淡水生種ともに1O％前後産出している．しか

し，海水・汽水生種は極めて少ない．

zone1（一140－0cm）：汽水生珪藻種であるqo1o胞〃o

Co功oや，海水生珪藻種である肋olα∬ゴo閉舳

η伽c〃o肋3，肋o1α∬zo∫閉αspp。などの浮遊生珪藻

種が産出する。また，、Co㏄oη挑∫c〃θ〃舳など，付

着生の海水生珪藻種もあわせて産出し，ほぼ50％を

こえて出現している．しかし，96HM－1Cの掘削

73

地点は湖岸から十分離れた水深の深い湖底である。

従って，湖岸付近の浅い湖底を中心として生息する

底生珪藻種群の産出頻度は，必ずしも，掘削地点の

湖水環境を直接反映したものとはいえない．そこで

湖水環境の変動をより詳しく解析するために，さら

に，浮遊生珪藻種のみに注目し分析した．その結果ヲ

次に述べるようにZOne1はさらに，下部よりa～e

の5つのzoneにそれぞれ分けられ，周期的な塩分

変動が存在したことが確認された．

zoneIa（＿140一＿130cm）：海水生珪藻種である
τ乃o1o∬ゴoηθ〃一α　η〃z∫oんゴo〃ωや7乃αZα∬ゴ08加α　spP。　カミ

優占する。Cツoloτθ〃oω功oは，ほとんど見られな

い。

zone1b（一130一一90cm）：汽水生珪藻種である

qcZo玄θ〃o　coWαが優占し，浮遊生珪藻種群の80％

以上を占める．

zone1c（一90一一55cm）：海水生珪藻種である，

τ乃o1α3。∫ゴoηθ朋o　η〃z30〃o〃ωやτ乃o1α∬ゴo∫加α　spP。　カミ

優占する。CツcZo胞〃o　oα功αは10－50％で推移する。

zonend（一55一一15cm）：汽水生珪藻種である

Cツo1o胞〃αooWαが優占し，一30cm付近では浮遊生
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図5．ボーリングコア96HM－2C試料珪藻分析結果．

　亙晦鼠D1atom　assemb1ages血om96HM＿2C　s1te
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　　図6．ボーリングコア96HM－1C試料浮遊生珪藻分析結果．
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珪藻種群の95％近くに達する。

zone1e（＿15－Ocm）：汽水生珪藻種であるqo1o胞〃α

c岬加が優占するが，50－70％にとどまり，海水生珪

藻である肋01ω∫ゴ0〃舳α　〃伽0んゴ0肋∫や肋α1卿20一

∫加αspp。が多産する。

（2）96HM－2C

湖底下約一190－170cmにおいて，珪藻の見られない

層準があったが，これを境に珪藻遺骸群集が大きく

変動し，96HM－1Cと同様ヲ下位は淡水生種が優

占するZOneIに，上位は海～汽水生種。汽水生種

が優占するzone1に区分された（図5）．

zoneI←一260一一190cm）：淡水生珪藻種である

A〃ooo∫θ加　8乃α舳Zα吻が優占するが＿200～＿190cmで

徐々に減少する。底生の淡水性珪藻種である
Cツ励θ〃o　spp、が1O％前後産出する。このほか，

8γ脱加〃ηαがやはり1O％前後産出するが不完個体

が主である．

zonen（＿170－Ocm）：汽水生珪藻種であるq61o胞〃α

oo功oや，海水生珪藻種である肋αZα∬乏o〃舳o

舳卿肋肋∫，肋αZω8ユo∫閉αspp。などの浮遊生種に

加えてラ0o㏄o〃ぬ∫C肋〃舳などの付着生種が産出

する、浮遊生種と底生種の割合は同じぐらいであ

る。96HM－1Cと同様に浮遊生種について分析し

た結果，やはり周期的な塩分の変動が確認された（図

6）．

＿170一＿130cm：浮遊生の汽水生珪藻種である
Cyc1ote11acaspiaが，殆ど1OO％近くを占める。

＿130一＿110cm：浮遊生の海水生珪藻種である
肋α1o∬ゴo〃舳α加如oん1o肋3がタ40％前後を占める。

Cyc1o胞〃o　cα功αも多産するが，40～50％にとどま

る。

一110－50cm：汽水生のqc1o8θ〃o　o伽吻が80－100

％近くを占める。

一50～一20cm：Cγc1o8θ〃o　oo功αが多産するが，40～60

％にとどまる。海水生珪藻種である

肋oZo∬1o加舳η伽o〃o肋3が30～50％産出する、

＿20～一5cm：qolo胞〃αoo功oが80％以上を占める。

＿5－Ocm：Cγc1o彪〃αoo功αが優占するが，60％程度

へ徐々に減少する。反対に，肋α1ω8ゴ03加α　spp。が

増加傾向にある。

浜名湖中央部における過去約1000年の

　　　　　　古環境の変遷

　ボーリングコア試料中には顕著な堆積構造の変化

が見られ，また，珪藻遺骸群集にも変動が見られる

ことが分かった。これは，浜名湖の環境が大きく変

動してきたことを示している国



湖底堆積物から見た浜名湖の最近1，OOO年間の古環境変遷

　湖中央部の96HM－1Cコアでは，zoneレ1の
境界にあたる湖底下約一140cmにおいて，珪藻遺骸

群集が淡水環境を示す種群から海水～汽水環境を示

す種群に，急激に変化している。また，堆積構造も，

一140cmより下部ではバイオターべ一ションが多く

見られるのに対し，上部ではラミナ構造が発達して

いる。これは，1498年の地震・津波及び翌年の暴風

によって湖南端の今切口が決壊し，海水が湖内に流

入するようになったことに伴う現象と推定され，

1985“6年のボーリング調査による，火山灰一4C

年代測定値などからも推定されている（池谷ほか

1990）．本コアの年代資料は現在計測中のため，zone

I，1の境界を1498年とし，他は堆積速度一定とし

て浜名湖中央部の，最近1000年問の古環境変遷を以

下のように推測した（図7）．

AD1OOO－1498（zoneI）：淡水性珪藻種である

ル10C086加α脾舳1伽が優占し，海水の流入がほと

んどない淡水湖沼が形成されていた。堆積物中には

多くの生痕化石が観察された．

AD1498－1550（zone1a）：明応地震（1498年）に

伴う地震・津波及び1499年の暴風により砂州が破壊

し，大量の海水が湖内に流入するようになった．海

水生珪藻である，肋αZ伽∫1oη舳αη伽o〃o肋3や

肋o1ω8ゴo∫加αspp。が優占した．
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AD1550－1700（zoneH）：湖水の塩分が低下し，

汽水環境を示すCツc1o胞〃αcα功αが優占するように

なった．またヲ湖水の塩分成層が顕著となり，湖底

に年周期ラミナが堆積するようになった．

AD1700－1850（zone1c）：再び湖水の塩分が上昇

し，τ肋1伽∫ゴ0ηθ舳α　η恢8Cんj0〃ωやτ乃α10∬ゴ08加0

spp。が優占するようになった。海水の活発な流入

にともなって，湖水の循環が盛んになり，年周期ラ

ミナは貧弱となった。

AD1850－1970（zone1d）：再び塩分が低下し，

Cyo1o8θ〃o　oo功αが優占するようになった。湖底に

は顕著な年周期ラミナが再び形成されるようになっ
た。

AD1970一（zoneIe）：1954－73年の今切口固定化工

事により，人工的に多くの海水が流入するように

なった。これに伴って湖水の塩分濃度は上昇し，

qC10彪〃αCαΨわに加えて，海水生珪藻である
η乞olo∬ゴoηθ閉α　〃犯∫o〃oゴ6ωやτ灼oZo∬ゴ08加o　spP．　カミ

優占するようになった。

　なお，96HM－2Cのzone1においても周期的な
塩分の変動が確認されたが，96HM－1Cとは地域

差が認められ，これについては今後さらに検討して

いきたい。

（推定年代）（ZONE）　　　　　　　　　　　　　　　　（優占珪藻種）　　（soft－X線写古から

1・・海水流入に青る齢上昇燃燃㍗わぬ見た堆積構造）

AD1954～73　　今切口人工圏定化工事～海水流入量の増加
　　　　　　　　　　　　　　　　曾
　　雪　　皿d　　　　汽水湖沼　　　　cツ、1。チ、肋、、、が、　　　年周期ラミナ

A閉850　　　　　　　　會
　　＄　　皿C　　再度の塩分上昇　　肋肋∬ゴoη舳α炊∫c”oオ∂θ∫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肋αZ棚1o∫かαspP．

AD1700　　　　　　　會
　　＄　　瓦b　　塩分低下1汽水化　　cy．1。肋α。α功α　　　年周期ラミナ

AD1550　　　　　　　　　會

　　＄　皿・鰍漉入による齢上昇鮒11鳩ア∫0んま0肋∫
　　　　　　　　　　　　　　　　曾

一AD1498　　地震津波1暴風1今靭口決壊～海水の本樒的な流入
　　　　　　　　　　　　　　　　會
　　＄
　　　　　　　　　　　　　　澄水潮　　　　舳α・・∫・かα8・α舳1α吻　　　生痕化石

AD1000

　　　　　　　　図7．堆積構造と珪藻遺骸群集から見た浜名湖の最近1，000年間の古環境変遷．

酬g．7邊Pa1eo－env1ronmenta1changes　dumg　the1ast1，OOO　years　presumed　by11thofaces　sequences　and　d1atom　assemb1ages
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